
このような結果から,堆肥施用により,土壊の理化学性の改善と微生物活動の増進を促 

すことが苗木の活力の増進となり,代剛が旺盛左ために土壊病害に対しても耐性を増す結 

果と左ったものと推察される。

考 察

苗畑に残る苗木の根系残あは.植物寄生性線虫の内,特に内住性(根の組織内に寄生す 

る)のネクサレセンチュウや,立枯病歯の生息の場として翌年の伝染源と左りうる。従っ 

て稚苗床の地ならしにはこれらの残根を集め除去するように心がける必要があろう。

又,土壌病害対策試験等では,被害苗の根を土壊に切り込むことにより被害を再現でき 

ることが判った。つまり,現実の苗畑では根腐れ病として現れる被害は単独の菌によるも 

のより線虫と菌などの複合病害の例が多いように感じられるので.自然条件でこの種の病 

害の試験を行うになこの方法が有望と思われる。

堆肥の施用は土壌の理化学性を改良し養分の保持・持続など化学性に与える影響も大き 

い。この他,土壊微生物の活動が旺盛に左り土壌の無機化現象が阻止され地力を増強する 

ことは一般に知られているが,この試験の結果からも,明らかに堆肥施用による地力の増 

強がみられる。一方・根腐れ病についてみると,発芽後本葉が出る頃に無処理区では白根 

の先端が腐敗した苗が多いが,堆肥施用によりこの被害がか左り少なくなるのは,明らか 

に理化学性の改善により,苗の生育がよく,代謝が旺盛に左り,土壤病原歯類の感染を受 

けても再生力が強く,実害が比較的軽微となるのであろう。

国有林苗畑では薬剤防除試験も過去に多くの報告がみられ,育苗管理として薬剤施用は 

実用化している傾向がみらカる。したがって被害が激しい苗畑では薬剤防除は必要な手段 

と考えられるが,被害が軽い苗畑ではこれら堆肥施用による地力の増強が得策と考夂られ 

るQ

—1 5 4 —

ヤナセスギ丸太を喰害する 

害虫の防除法



ODO 4 14.22 ——174.76(523)： 4 16. 5

ヤナセスギ丸太を喰害する害虫の防除法

ヤナセスギ丸太を喰害する害虫の防除法

林業試験場保護部昆虫第2研究室 •野淵輝〇 遠田楊男

林業試験場四国支場保護研究室 越智鬼志夫〇 五十嵐«

全国的にも有数のスギの美林とされている魚梁瀬のスギ天然林から生産される丸太は,ヤナセ 

スギとしてその材質は髙く評価さわている。近年天然生スギが商品として希少価値が高くをり, 

かつ材の集約的利用等もあり,辺材の価値が高くなるとともに丸太の穿孔虫被害が問題となって 

いる。この研究は,これらの丸太を加害するオオゾウムシ,キクイ厶シ類等の生態を解明し・適 

切な防除方法を実施することによって,希少価値の高い天然生スギの商品的価値の向上をはかる 

ことを目的とする。

4)試験の経過と得られた成果

(1)5 〇年度甘でに得られた調査成果

高知営林局の要請により,5 0年5月,8月,11月の3回の現地調査の結果,問題にな 

る害虫はオオゾウムシと,キクイムシ科のトドマツオオキクイ厶シとハンノキキクイムシで 

あることが判明した。

ア)オオゾウムシの生態と被害

成虫は14〜2 5砌の大形のゾウムシで,全体が灰褐色ないし灰黒色,口吻は長くやや 

下方に湾曲し,基部は灰褐色,前半は黒色で光沢がある。前胸背には多数の小疣状突起を 

有する。翅鞘には9条の粗大左点刻列をそなえる。

老熟幼虫は体長2 7砌!に逹し,乳白色でイモムシ様に肥満し,頭部のみ黄褐色〇胴部の 

環節は明瞭で横皺がある。胴部は第8環節までしだいに太さを増すが,第9節以下は急に 

太さを減ずる。胴部末端節の背面には3対の明瞭左肉眞帆状突起をそなえる。
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オオゾウムシは日本全土,朝鮮,支那大陸,その他東洋区に分布する。幼虫は日本では, 

広菜樹,針葉樹の材部を穿入し,直径約Imの大孔を辺材部に穿っため工芸的には左はだ 

有害でゆる。生立木を加害することはないが,林地では伐根や極度に衰弱した立木に寄生 

する。この虫の経済的被害は主として伐倒後,土場積あるいは貯木場では夂ずみにされた 

生丸太で,内側にあるものに著しい。気乾材あるいは剝皮材には産卵穿孔することはない。

この成虫は年中生息しているが,産卵の最盛期は梅雨期で丸太の粗皮下に産卵する。高 

知営林局消水営林署管内でのオオゾウ厶シの産卵時期は4〜6月と報告されているが〔搆 

知林友3 3号6頁19 6 3冬),魚梁瀬ではこれより若干遅れ,5〜8月の間にあると想 

定される。フ化幼虫は材の中心部に向って穿孔し,心材部に近づくと年輪沿って迂回する。 

この孔道中を出入りしながら孑L道を拡げ,木屑を排出する。幼虫態で越冬し,翌年5〜6 

月頃から材表面近くの孔道内に木屑をつめて中で蛹化し,その後羽化して外界に脱出する。 

新成虫はその年は越冬し,翌春再び出現して産卵する。本種は成虫態で越冬するものと, 

幼虫態で越冬するものとがある。成虫は殼斗科植物から漏出する樹液を吸収しに集まる性 

質がある。

イ)キクイ厶シ類の生態と被害.

(7)トドマツオオキクイムシ

雌成虫は円筒形で,体長は3. 6〜4.0砌黒色で光沢が強く,剛毛を疎生する。前胸 

背はほとんど正方形で中央が隆起し,前方に瓦状片をそなえ,後半は平滑で光沢強く細 

点刻を粗布する。翅鞘の点列部は浅い点刻をそなえ,間室には顆粒列と剛毛列をそなえ 

る。斜面部の傾斜は強く,点列部は溝状を左し,顆粒は大きく左る。

日本全土,朝鮮,支那(台湾,大陸)に分布し,各種の広葉樹,針葉樹を加害する。

生立木を加害することは左いが,衰勇木の根際,新鮮な伐根,伐採直後の生丸太左どに 

成虫が穿入し,1.8砌内外の虫孔(ピンホール)を形成する。この虫の被害は虫孔にょ 

る材質の工芸的左直接的被害の侄か,胥変函の侵入促進をうながし材の腐朽を早める。 

この虫はアンブロシア•ビイトウルに属し,材部に孔道を作り,これを巣とし,壁面に 

アンプロシア菌を繁殖させ,子虫はこの菌を食って生活し,亜社会生活を営む。

四国地方では,成虫は年2回発生するらしく,5月中・下旬に羽化して巣から脱出し, 

新たな繁殖木を求めて飛翔し,適当左丸太を発見すると樹幹部の樹皮より材の中心に向 

い繊維方向に直角に穿孔し,2〜4本の分枝孔を作る。この虫の排出する木屑は白色の 

細かい繊維状のものである。成虫の口腔内にあるアンブロシア菌胞子貯蔵器官から胞子 

—1 58 —

を出し,分枝孔の中に菌を繁殖させてから産卵する。幼虫は7〜8月頃には成虫となる 

が,この間・親虫は子虫の排泄物の処理・巣内の換気•外敵侵入防止’雑菌繁殖の防止 

をどのため巣の中に止って管理を行う。’北海道では大部分のものが自己の生れた旧孔内 

で越冬するといわれている。雄虫が孔内で交尾.した後,親虫の作った穿入孑〇 

ら膜出し,新しい寄主を求めて飛翔する。

(イ)ハンノキキクイムシ

雄成虫の体長は約2.3ゆ 体は短円筒形で光沢ある黑色〇前胸背は中央力犠起し,前 

方に細かい瓦状片をそ左父,後方は平滑で細点刻をそなえる。翅鞘は点刻列をそなえ, 

その列間部には剛毛の生じた細点刻列をそ左充る。斜面部はやや急でやや大き左点刻か 

らなる点列部をそ左える。前肢基節こうは互に離れる。

日本全土に分布するが,戦前,ヨーロッパ,北アメリカに侵入し定着している。各種 

の広葉樹,針葉樹に寄生する。稀に気象害を受けた緑色葉の莉生した生立木に穿入する 

こともあるが,一般には伐採丸太に穿入するアンブロシア・ヒ‘イトウルで,找性と•被害 

は前者とほぼ同じ卜ある。

成虫は年2回の発生,新成虫は自己の生れた旧孔内で越冬し,4月中〜下旬に新しい 

寄生木を求めて外界に飛翔する。最初成虫は樹皮より材の中心に向い0.5〜2.0g入 

し1〜2cmの不正形のやや厚みのある共同孔を作り,この中に前胸中胸の間にある胞 

子貯蔵器官から胞子を出しアンブロシア菌、を繁殖させ塊状に産卵する。この虫の排出す 

る木屑は白粉の固った長円筒形のものである。幼虫は夏期に新成虫となる。アンブロシ 

ァ•ビイトウルの被害は成虫の第1回目の発生期が激しく.伐採直後の丸太では側面よ 

"り先に木口面からの穿入が認められる。

これらの害虫の穿入状態を現地で調べた結果,渋抜きの有無,事業所別•丸太の放置 

場所別(尾根筋.中腹,谷筋)に関係なく被害が発生していた。

ウ)予防法

これらの穿孔虫に対しての予防法として次のよ5な8点が考えられる。これらについて 

営林署と検討した結果•ものによっては若干問題があることが判明した。

(ア)早期搬出利用

害虫産卵穿入期5月中旬〜8月の間に,山土場,貯木場に丸太が置かれ左いように搬 

出利用する。

(イ)貯木場の環境改善
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オオゾウムシは湿った所を好み,特にはえずみの内部の陰湿左所に被害が多く,通風 

を良くすることによって材の乾燥を早め被害を軽波させることができる。魚梁瀬貯木場 

は三方が山に囲まれ南面がダムに面し,通風が極度に悪く,湿度が高く蒸れたようにな 

り,オオゾウムシの活動,産卵に最適左環境にあるように見受けられた。

(ウ)貯木場の変更

(エ)にも関連して,害虫の生息密度の高い山地にある貯木場での貯木を避け,山から雌 

れた通風のよい貯木場に貯木する。

(才)水中貯木

害虫の産卵阻止だけで左く,3週間以上の水中浸活は内部の幼虫も殺すことができる。

以上の予防法について検肘した結果施行実行上問題点が多かった。

(力)丸太の剝皮

キクイムシ類の様に成虫が材中に穿入し,産卵する害虫では効果はオいが,オオゾウ 

ムシのように粗皮に産卵する害虫では剝皮することによって被害を完全に防ぐことがで 

きる。丸太の剝皮を実際に行い検討した結果,日割れが多く,虫害材と同様に辺材の使 

用不能と左ることが判明した。

(キ)伐採時期の調整

人工造林のスギ丸太では•2月以前に伐採された材は害虫の発生期までに乾燥し,被 

害を受けないと云われている。もし,このような現象が見られるとすれば伐那時期の調 

整あるいは被害を蒙る伐採時期の丸太に対してのみ薬剤処理などの方法を講ずることに 

よって経済的な防虫効果が得られる。多湿下にある大径木の天然生スギ丸太でこのよう 

な結果がえられるものか実態調査を行う必要がある。

(ク)薬剤散布

別研究、ヽ 新規薬剤の合理的使用法〃のブナ丸太のアンブロシア•ビイトウルの防虫薬 

剤処理では,MEP 2%, MEP1%十EDB1%, MPP 2 %乳剤をそれぞれ 

2〇〇 cc/nf散布することによって約2ヶ月間の予防効果を得ているが,スギ材のオオ 

ゾウムシでは産卵習性の違いから薬剤の濃度,散布量について検討する必要がある。

このような背景にあって,今後進めて行くべき研究課題は伐採時期と被害の関係,薬 

剤散布試験である。

(2)被害実態調査

ア)調査方法

—16 0 一

19 7 6年7, 8,10月•1 9 7 7年1月に,魚梁瀬営林署管内の天然生スギ丸太を 

生産貯木している山土母»魚梁瀬貯木場で陸時期の判明している主として長さ4 mの丸 

太を,原則として中央部を慵5 0cmのリンク状に剝皮し,穿入密度を種類別に諷査した。

イ)結果と考察

(ア)加害種

今回の調査で,天然生スギ丸太を加害していた種類は次のものであった。

D樹皮下に穿孔していた程類

マスタ・クロホシタマムシ Oval i s i a v i v a t a Lewi s

スギカミキリ Semano t us j a p o n i c u s Lacordaire

ヒメスギカミキリ Palaeocal1 i d um rufipenne Mo t s c h u 1 s k y

クロコブゾウムシ N i p h a d e s variegatus Ro e1o f s

キクイゾウ厶シ類 Co s s o n i n a e

ヒバノキクイムシ Phloeosinus p e r 1 a t n s Ch a p u i s

ヒノキノキクイムシ Phloeosinus r u d i s Blandford

ii)材部に穿孔していた種類

オオゾウムシ Hy p o s i p a 1 u s g i g a s Fa b r i c i u s

ハンノキキクイムシ Xy losandrus ge rmanus (Bl andford)

アカクビキクイムシ Xyleborus r u b r i c 〇 1 1 is E i c h h o f f

サクセスキクイムシ Xy 1 e b o r u s s a x e s e n i (Ra tzeburg)

トドマツオオキクイムシ Xy1e b o r u s v a 1 i d u s E i c h h o f f

シラベザイノキクイムシ Try pod end ron 1 i n e a t um 01 i v i e r

ミカドキクイ厶シ Scolytoplatypus mikado Blandford

キバチ類 S i r i c i d a e

この中で.丸太の材質に影響を与戈る種類は材部に穿孔する種類で,個体数と加害量 

からみてオオゾウムシ’トドマツオオキクイムシおよびハンノキキクイムシが問題とな 

る〇

(イ)伐採月別丸太と被害

1 9 7 6年7月20日,1 9 7 6年8月2 3日•1 9 7 6年10月26日調査の各丸 

太の単位面積あたり穿入孔数は表ー1,2, 3に示した。月別被害率は19 7 6年夏期 

の調査結果が表一 4に,穿入産卵の終了した19 7 6年秋期»19 7 7年冬期の調査結
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表ー1 丸太への穿入孔数 (1 976. 7. 2 0綢査)

伐採 月 丸太番号
1勿当り穿入孔数

オオゾウムシ キクイ厶シ

1975. 9〜10 左1- 2 7.3 1.3

1 〇 左し 1.2 4 5.]

11 6 8 6 0 〇 〇

〃 6 7 8 9 〇 4.3

〃 6 8 6 4 〇 1.0

1 9 7 6. ] 6 8 4 0 〇 8.4

// 6 8 7 0 1.3 6.4

〃 6 8 8 3 0 1.1

2 6 9 9 8 1 6.8 5. 6

〃 7 0 6 4 1 3.5 2.4

4 6 9 19 〇 〇

// 7 0 3 8 〇 1.3

// 7 0 3 9 〇 〇

5 7 0 4 6 〇 〇

7 0 4 8 〇 n

// 7 0 4 9 〇 〇

〃 なし 〇 〇

〃 なし 〇 1.4

// 左し 〇 〇

6 なし: 〇 〇

/7 をし 〇 〇

〃 なし 〇 〇

〃 左し 〇 〇

〃 6 0 8 8 〇 〇

// 7 0 6 5 〇 9 0.6

〃 7 0 6 7 〇 5 4.0

〃 7 0 7 2 〇 9.3
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表・*2 丸太への穿入孑頂 (1976. 8. 2 3•調査)

伐 採 月 如太番号 -
1d当り穿入孔数

オオゾウムシ キクイムシ

1 9 7 5. 11. 6 8 6 0 〇 11.]
tf 6 7 8 9 1.7 3.4
n 6 8 6 4 〇 1.9

1 9 7 6. 1 6 8 4 0 〇 6.0
// 6 8 7 0 〇 6 4
n 6 8 8 3 〇 7.5
2 6 9 8 8 〇 3 5. 5
〃 7 0 6 4 1 2.2 4 2.8

4 9 15 6 〇 〇

〃 9 13 8 〇 〇

n 9 2 2 9 11.0 5 0.6

〃 9 15 5 〇 4.3

〃 6 9 19 〇 2 4.2
// 7 0 3 8 〇 2 1.6
// 7 0 3 9 〇 〇

5 9 0 4 4 〇 5.1
〃 9 0 3 8 〇 4.8
// 9 0 2 9 〇 2 9.7
〃 8 9 6 0 〇 2.3

// 9 0 0 3 1 6 4.4 3 1.9

〃 9 2 0 6 〇 1 7.8
n 7 0 4 6 〇 1 2.2

7 0 4 8 〇 〇

〃 7 0 4 9 〇 1 2.9

6 9 0 6 3 〇 11.1
// 9 0 5 8 〇 2.1
// 9 0 6 6 〇 1.0
〃 9 17 0 3.8 3 8.2
// 7 0 8 8 〇 〇

// 7 0 6 5 1.2 1 6 0.4
// 7 0 6 7 〇 1 2 1.3
// 7 0 7 2 〇 4 5.2
7 7 14 7 〇 5 0.7
// 7 14 6 〇 111.5
〃 9 12 9 〇 ]3.0

9 12 8 〇 1.2
// 9 10 3 〇 4.3
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表ー3 丸太への穿入孔数 (1976.1 〇• 2 6.况査)

伐採 月 丸太番号

1を当り’穿入孔数

オオゾウムシ キクイムシ

1 9 7 5. 5. 4 3 4 5 4 6.7 9.5
6. 4 3 3 6 2 5. 9 〇

8. 4 3 3 3 1.3 7.6
〃 4 3 3 4 6.4 6.4

1 9 7 6. 5. 4 4 8 7 〇 〇

6. 4 3 2 8 〇 〇

〃 4 3 5 0 〇 〇

/Z 4 4 7 1 〇 〇

4 3 8 0 〇 〇

〃 4 4 8 2 〇 〇

〃 4 4 8 3 〇 〇

〃 4 4 8 9 〇 〇 「

〃 4 4 9 2 〇 〇

7. 4 3 2 0 〇 n
〃 4 3 5 1 〇 °
〃 4 4 8 1 〇 〇

〃 4 3 9 0 〇 〇

〃 井し 〇 〇 !

〃 なし 〇 〇

// なし 〇
〇 ,

をし 〇 2.5
〃 左し 〇 〇

〃 左し 〇 2 9.1
〃 なし 〇 〇

〃 左し 〇 〇

〃 なし 〇 〇

左し 〇
〇 (

〃 なし 〇 〇 ！

〃 左し 〇 〇

〃 をし 〇 〇

〃 なし 〇 〇

// なし 〇 〇

// をし 〇 〇

〃 なし 〇 〇

〃 なし 〇 〇

〃 なし 〇 〇

〃 なし 〇 〇

〃 なし 〇 〇

/7 左し 〇 〇
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表ー 4 丸太への穿入孔数 (1 977.1.24.調査)

伐 採月 丸太 番号
1就当り 穿入孔数 

!

オオゾウムシ キクイ ムシ

1 9 7 6. 6 2 2 1 9 〇 2 9.9

U 2 2 2 4 1 5. 4 1 9 0.0

〃 1 9 4 6 3.5 6 1.4

// 1 5 7 5 〇 〇

n 2 〇 2 8 〇 〇

〃 1 9 6 〇 〇 〇

7 1 8 5 8 〇 2.4

// 1 8 6 2 〇 3.0

〃 2 3 9 2 〇 〇

8 1 9 〇 8 〇 〇

ft 2 3 6 〇 〇 〇

tt 2 3 6 5 〇 〇

〃 1 8 8 1 〇 6. 6

〃 1 7 8 3 〇 〇

ft 1 5 4 4 〇 〇

ft 2 3 2 2 〇 1 8.7

u 2 3 1 6 〇 2 9.2

〃 1 9 7 6 5 2.5 4 4.7

1 〇 1 5 2 〇 〇 〇

// 1 4 9 8 〇 〇

〃 1 5 2 9 〇 〇

11 1 9 1 2 〇 〇

// 1 9 1 9 〇 〇

It 2 2 3 〇 〇 〇
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果は表ー5に示した。J 9 7 6年夏の調査での被害率はオオゾウムシ］5.2%,キクイ 

厶シ7 2.7%, 1 9 7 6年秋から19 7 7年冬の調査ではオオゾウ厶シ10. 9 %,キク 

ィ厶シ21.9%であった。オオゾウムシの被害ははえずみ内部の湿った所に被害が多く, 

調査丸太が露地に置かれたものが多かったため,実際の被害はこれより上廻るものと考 

える。1 976年7月の調査では搬出の遅れた前年の9～！〇月伐採の材でも本年の害 

虫の発生時期に穿孔虫が穿入し,少左くとも8ヶ月経過した材でも穿入可能左ことが判 

明した。また,19 7 6年10月调査の被害木は7月の2例を除き全部前年の伐採木で 

あった。造林木では2月以前に伐採した材は虫の発生期までに材が乾燥して産卵・穿入 

の対象と左らをいといわれているカ,2月以前に伐採した材にも産卵・穿入した理由と 

して調査期間中のこの地方の年降水句:が6,。 0 0几疝くもあり,また,大径の天然生ス 

ギ丸太であるため樹皮が厚く,伐採してから日数を経据した丸太でも乾きが遅く,皮下 

の大部分が生の状態が続き,害虫の穿入をう左がしているためと考えられる。キクイム 

シ類の当地方での材への穿入開始は1975年5月22〜カ3日,J 977年5月17 

—18日に調査した時が穿入の初期であったので.年によって若干の違いがあっても, 

5月中,下旬ごろから穿入が開始されると考え,る。オオゾウムシについては直接観察は 

していないが.キクイムシと同様と考えられる。19 7 7年1月の調査では,9月伐採 

の材は観察してい左いが,少あくとも1〇月伐採の丸太より当生の被害は無くなるカ;, 

19 7 5年の予備調査では9月伐採の材には穿入してい左かった。魚梁瀬地方でのオオ 

ゾウムシの産卵時期は片桐の調査報告・した清水営林署の4〜6月より若干遅れ5～8月 

である。
. -' * 4 «

このよう左結果から,前年9月以後伐採され害虫発生期の5月までに搬出される丸太 

’は被害を受けをいが,前年9月に伐採された丸太でも害虫の発生時期まで置かわると被 

’害を蒙ることとなる。したがって,伐期調整による被害の軽滅は困難で,4月中までに 

伐採丸太を搬出し,：害虫発生期に貯木場,山にある丸太は次の薬剤による防除を必要と 

:U : ' I !
する。 ‘/

(3)薬剤による産卵,穿入防止試験 ：•(

ア)試験,調査方法 ：

薬剤による穿孔虫の穿入防止効果を調べる目的で魚梁瀬貯木場において生産地と伐採し 

た月が明らかにされている長さ2, 4 mの天然生スギ丸太を供試木とし,魚梁瀬貯木で 

MEPならびにMP Pの各乳剤を1.5 %, 1.0%, 0.5%の濃度とし,19 7 6年には就

—1 6 6 —

表ー 5 月另U被害率 (1976年7月•8月飒査)

伐採月 調査本敎
本数当り穿入率 (％)

オオゾウムシ キクイ厶シ

1 975. 9～1 〇

1 〇

11

1 9 7 6. 1

2

4

5

6

7

1

1

6

6

4

] 〇

1 5

1 6

7

10 0

I 〇 〇

• 〇

1 6.7

7 5. 0

1 0.0

6.6

1 2.5 

〇

10 0

1 0 0 «

8 3.3

10 0

l 〇 〇

5 0.0

6 0.0

3 7.5

10 0

St 6 6 J 5. 2 7 2.7

表一 6 月另II被害率 (1976年］〇月,1 977年1月調査)

’伐採月 調査本数
本数当り穿入率 (％)

オオゾウムシ キクイムシ

1 9 7 5. 5

6

8

1 9 7 6. 5

6

7

8

1 〇

11

1

1

2

1

1 4

2 9

1 〇

3

3

10 0

1 〇 〇

1 〇 〇

〇

1 4.2

< 〇

!1 0.0

〇

〇

, 10 0

〇

1 〇 〇

〇

2 1.4

6.9

4 0.0

〇

■ ’ 〇如・

計 6 4 1 0.9 2 1.9
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当り4 0 〇〜5 〇 Occを全面に散布した〇19 7 7年には散布むらを少左くするため丸 

太の表面がぬれ滴る程度(約6 〇 〇 cc/nf )を供試木に!m福で散布した〇両年とも供試 

木は1濃度3本とし,無処理木(対照木)を3本設置した〇散布時期は両年とも穿孔虫発生 

生直前のう月18日とした〇

調査は19 7 6年には散布約1ヶ月後(6月14〜15日)に図ー1のAの部分を5 〇 

c源にリンク状に剝皮し,穿入孔を調べ,約2ヶ月後(7月2 0日)にはBの部分を同様 

に調査し芯 !9 7 7年には2ヶ月後(7月18〜19日)に散布した所(処理部位,図 

一:!のA )と散布し左かった所(無処理部位,図ー1のB )を5 0¢赫にりンダ状に剝皮 

し,穿入孔数を調べた〇

図ー:1 調査ヶ所(幅5 0cm)

イ)結果と考察

19 7 6年の試験結果は表ー 7,表ー 8に示した。供試木の伐採時期»樹皮の状態が不 

均ー均ことが原因してか,穿孔虫の穿入にバラツキがあ・り,対照区にも虫があまり穿入し 

左かったが,MP P乳剤よりME P乳剤の方が全体に効果があるよう左傾向がみられ, 

ME P乳剤の散布2ヶ月後では濃度の高いものほど効果が認められた。しかし,MP P乳 

剤では逆の傾向に左った。

19 7 7年の試験結果は表ー 9に示した。前年度の試験と同様に供試木によ’って穿孔虫 

の穿入にバラツキがみられる。7～8月む伐採木はME Pの高濃度処理木でも効果が悪か 

ったが現実にこのような伐採後1〇ヶ月も経迪した古い丸太が穿孔虫の発生期まで林地f 

貯木場に放置されることはまれであり,これを除外して考えると,ME P乳剤では1.5%, 

1.0%, 0.5%, MP P乳剤では1.5%処理が無処理部位より,処理部位の方が穿入孔数 

が少なく効果があると認められよう。
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表ー 7 薬剤試編結果 (19 7 6足第1回目圈査)

薬剤名 濃 度 供試木の伐課月 1w当り穿入孔数

ME P

散布木

1.5

8

8

9

2.1

〇

1.0

1.0

4

9

8

〇

〇

1.0

0.5

3

8

1 2

7.0
〇

〇

MP P

散布木

1.5

3

9

8

〇

9.4

1.8

1.0

4

1

8

3 1.9

1.5

3.6

0.5

1

8

1 〇

〇

2.0

〇

艇処理木 〇

4

9

8

8.0

〇

〇
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表ー 8 薬剤試駿結果 (1976年第2回目調査)

薬剤名 澀 度 供試木の伐採月 1a当り穿入孔数

ME P

散布木

1 5

8

8

9

〇

〇

〇

1.0

4

9

8

1.2

〇

〇

0.5

3

8

1 2

2.7

〇

3.4

MP P

散布木

1.5

3

9

8

2.0

6.2

0.7

1.0

4

1

8

7.3

〇

〇

0.5

1

8

1 〇

〇

〇

1.2

’無処理木 〇

4

9

8

1.2

〇

1.1

-17 0 —

表ー 9 薬剤試験結果 (1977年)

藁剤名 濃 度 供試木の月
1w当り穿入孔数

処理部位 無処理部位

1.5

7〜8

10 ～ 1 2

10 〜1 2

1 3.9

〇

〇

1 4.9

1.1

5.3

M E P

散布木

1.0

7〜 8

10 〜1 2

11

2 4.8

〇

〇

3 1.8

〇

9.6

0.5

7〜 8

10 〜12

1

4.8

〇

〇

7.6

3.0

2.3

1.5

7〜 8

1 0 ～ 1 2

! 〇 〜12

6.1

〇

〇

2 0.5

4.9

6.1

MP P

散布木

1.0

7 ～ 8

10 〜12

11

〇

〇

1.2

〇

〇

〇

0.5

7〜 8

10 〜12

1

〇

〇

3.8

〇

〇

2 5. 7

無処理木 〇

7 ～ 8

7 ～ 8

10 ～ 1 2

ヽ

8.3

1.1

3.5
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以上2年間の試験結果とプナ丸太の防虫試験結果を併せ考察すると,薬剤による産卵,

穿入防止にはMEPの1.5%乳剤の6 〇 〇 cc刀徳布が適当で左いかと考父る。

(3)まとめ

以上,ヤナセスギ丸太を喰害する害虫について,伐採した月と被害との関係,薬剤による 

産卵,穿入防止について考察してきたが,オオゾウムシとキクイ厶シ類の被害を防ぐには・ 

穿孔虫の発生期に貯木場を含めた林内に丸太を放置しないように,早期に股出するか,この 

期間の伐採作業を極力滅らすか,やむをえず放置する場合にはME P1.5%乳剤を6 〇 〇 

cc/n？でむら左く散布する必要カ:ある。

おわりに調査に当って種々ご便宜をたまわった高知営林局作業鴉 魚梁瀬営林署の関係職 

員に国くむ礼申し上げる。
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国有林野土壌図の多面的利用法
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